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２０２５年度 第３回 藤沢市立鵠南小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 ２０２５年９月１８日（木）１０時～１１時 

場 所   鵠南小学校 2 階 大会議室 

出

席

委

員 

松下 千代美（会長・ネットワーク湘南童夢会長他） 

佐々木 美乃（副会長・鵠南小学校長） 

堺 玲夫（鵠南小学校教頭） 

横田 淳一（辻堂市民センター長） 

松岡 亮（鵠沼市民センター地域担当） 

大久保 友子（ネットワーク湘南童夢委員他） 

髙橋 文（浜見保育園長） 

柏崎 恵子（クローバー児童クラブ長） 

髙﨑 裕子（主任児童委員他） 

吉田 弘美（民生委員・おはようボランティア他） 

三浦 雅子（青少協委員・子どもの家運営委員他） 

弥永 まり恵（PTA55周年記念事業実行委員） 

落合 滋（鵠沼元気塾・児童クラブ運営委員長他） 

次

第 

１. 開会 

２. 議題 

・鵠南小学校の避難対応について 

・二学期の教育活動について 

３．次回の会議について 

４．閉会 

 

協

議 

内

容 

・鵠南小学校の避難対応について（校長・鵠沼市民センター） 

→7月 30日の津波警報に伴う避難について、当日の状況や見えてきた課題について話題に

した。 

 当日は夏季休業中だったため全校児童はいなかったが、児童クラブに通っている児童が

80名強避難した。他にも地域住民だけでなく、観光客、工事業者なども避難してきて、

最大で約 240名余が避難する状況だった。 

【課題】 

・「津波避難ビル」と「指定避難所」の区別が周知徹底されていない 
避難してきた方々は、そのまま一定期間滞在できる「指定避難所」として避難してい

る意識だった。しかし本校は津波浸水区域なので、避難所は設置されず、一時的な「津

波避難ビル」の施設である。その認識が避難者にないため、対応した職員に様々な要

望が出され、苦慮する事態が生じた。事前に避難所にはならないことを地域に周知し

ておく必要性を強く感じ、関係諸機関に課題を伝えている。また真夏だったこともあ

り、長時間の屋上滞在は現実的ではなかったため、校舎内へ案内し、対応せざるを得

なかった。さらに、一度「津波警報」が発令されると、津波は繰り返しやってきて、後

ほど大きくなることが予想されるためなかなか解除にならないことも、滞在の長期化

につながる。 

・津波避難時には、在籍児童以外の避難者に対応する「従事職員」が来ない 
課業中は本校の児童が校内におり、一般避難の方と同じく屋上へ避難する。つまり、

児童と一般避難の方が混在することになる。学校職員は児童対応をするため、一般避

難の方に対応する余力は無い。しかし、避難施設であるため、多くの方が避難してく

ることは、今回の件でも明らかだ。警報発令中は、従事職員が来ないため、それらの

対応をどうするかが大きな課題である。 



・１階が浸水した場合の外部連絡手段が無い 
当日は津波からの避難ということもあり、最上階である４階に滞在するようにした。

しかし、電話などの外部連絡ツールが１階にしか無く、危険を承知で１階に下がり外

部とやり取りをせざるを得なかった。 

 【市民センターの課題と今後の対応】 
・鵠沼市民センターも浸水区域にあるため、津波時はセンター機能を「鵠洋小学校」に移

すことになっている。しかし、その場合の各所との連絡・連携が取りにくい。 

・住民への周知徹底が難しい。資料を配付したり HPにアップしたりするだけでは不十分で

あることは認識している。今後はワークショップなどを通して周知する方法を考えてい

る。 

・他の部署とも協議するためワーキンググループをつくった。今回挙げられた課題を整理

して対応するようにしたい。 

 【意見・感想】 
・今回は課業中では無く、児童はクラブに通っていたタイミングだったが、別の時期、時

間帯に発生することもあり得る。学校との連携が大切と感じている。（児童クラブ） 

・今回は保育園内の避難で間に合ったケースだが、今後はより高い場所にある小学校に避

難することが起こるかもしれない。児童クラブと隣接していることもあり、小学校と児

童クラブと連携していきたい。訓練も合同で実施する計画があり、そういった機会で連

携強化を図りたい。（保育園） 

・民生委員として、地域の方を誘導する場面も発生するだろう。今後地域の防災訓練もあ

るので、意識を高めていきたい。 

・３・１１当時のことを思い出す。当時も職員が臨機応変に対応し、とても大変だった。避

難所と避難場所（ビル）という名称が分かりにくいのではないか。「一時」避難場所など、

あくまで一時しのぎの施設だということが分かる名称が良いのではないか。 

・命を最優先する、という目的で「５～６分」で避難できる施設を考えている。職員よりも

早く現地に到着し、対応できるような自治体の方がいると思われる。その方々と協議す

る避難所運営委員会で、避難について詰めていくことが大切になる。１１月８日には津

波避難訓練、１１月１５日には地区合同防災訓練が計画されている。地域で防災意識を

高めていきたい。 

 

・二学期の教育活動について（校長） 
→９月２５日・２６日の一泊二日で修学旅行に行ってくる。１１月１日は建て替え後、初

めてとなる自校開催の運動会が予定されている。限られた敷地の中で、児童の安全を確

保しつつ、参観者のスペースや人流をどうしていくのかについて、職員で協議を重ね、

計画を練っている。校庭が少し小さくなったこともあり、来賓席を十分に準備できない

と思われる。現在は「おはようボランティア」の皆様をご招待したいと考えている。PTA

にもご協力いただき、全校行事を無事に開催したいと考えている。ミシンボランティア

も民生委員のご協力の下、計画実施に向けて順調に進んでいる。 

 

・第４回の会議について（校長） 
→校内事情により、次回１１月２７日（木）の会議は開催しない。よって次回は、２月１０

日（火）１０：００となる。そこでは本年度最後の会議でもあるので、委員の皆様にア

ンケートを実施する予定。 

 

次回の会議日程（予定） 

第４回  ２月１０日（火）１０：００（会場：大会議室） 
 

次回開催日程 2025年 2月 10日（火）10時～ 

場所  鵠南小学校 2階大会議室 


